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＜連絡事項＞

・3/13(火)　小平裕子様デイケア見学予定。
・日時未定、五日市規様、デイケア見学予定。

・エアロビクスの休みについて、3/16、4/30、5/1～4まで休み。

・青風荘の入浴介助予定表作成し提出予定。

・3/13・14看護グループ内研修（救急研修あり）。

＜事例検討＞

松村　勉　様（56）統合失調症　デイケア利用：8ヶ月（100％）

検討内容目標評価、検討
長期目標　アパートで単身生活

中期目標　①病状悪化に気付く

②他者との関わり方について学ぶ

短期目標　①病識を身に付ける。疾病教室で分からない内容を質問する。

②他者へ接する態度が適しているのか、本人自らスタッフへ尋ねる。　　　　　

治療計画　①病状悪化防止の為、本人の発言内容や他者との関わり方の中でイライラ感等の観察を行なう。

②不安や疑問に思う事を行動化する前にスタッフへ相談するよう促し、状況に応じて面談を行っていく。

③食事摂取量や自炊内容の確認し減量に向けてアドバイスする。　　　　

現状

①について

・先月、風邪にて欠席が見られていた為、風邪症状についての話はされている。病状について話す事はない。

・病状悪化時に体重減少や過干渉となる事を話している。

・ＳＳＴで他者から上から目線での言葉を言われたり、指摘をされてもイライラした様子はない。

＜青山荘より＞

・兄様より怠薬や引きこもりが原因で病状悪化に繋がっている事を話している。

・ＳＳＴ上から目線で見られている事がストレスに感じていても訴えない事が心配。

②について

・以前、兄から「バカじゃないの」と言われイライラする事があった事を話している。

・ＳＳＴのお題に「断り方」についてあげているが、何か頼まれたときにはきちんと断る事ができているとの事。

・会話の特徴として、伝えたい事をくどく話す事があり言いたい事が伝わらない傾向がある。

・イライラした様子で話す事はないが、青山荘退所後も青山荘に通わなければならない事に不満を感じているとの事。

・日常生活面については出来ていると自己評価している。

＜青山荘より＞

・週1回ＳＳＴを行っているが、その場の雰囲気をみてお題を出す事も見られている為、場の空気を読む事は出来ていると思われる。

・青山荘退所後について兄様より日中の活動場所を希望。出来れば週5日通える場所が欲しいとの事。青山荘のプログラム参加を促している。本人、デイケアは週2回でよいと話す。

・金銭面についてはお小遣い内で自炊も出来ている。年金内でやりくり出来ており、生活面での心配はないと思われる。

・現在、デイケアに週2回通っているが、地域から来ている人から話を聞くのがためになっているとの事。しかし回数を増やす事は拒否している。

③について

・年始行事に参加した際、盛り付けは普通に行っていたが片付けの際に鍋に余っている物を食器に盛り汁ごと全部食べてしまう事があった。

・現在75kgで、本人希望体重68kg

＜青山荘より＞

・体重減少したいと話し、業務用のこんにゃくを買ってき煮て食べていた為、偏った栄養バランスである事を伝えている。食事摂取方法についても説明している。

・現在、毎日体重測定、食事摂取について毎週振り返りを行っている。食事アドバイスを元に、こんにゃくだけ食べるのではなく、海藻や魚などバランス良く食べる事が出来ている。

・退所時までに73ｋｇまで減らす。

検討結果
・他者からの指摘や上から目線で見られている事を感じていても訴えず、イライラに繋がる可能性も考えられる為、ＳＳＴを活用し自分が嫌だと思う事を表現する練習を行ない、相手やスタッフに伝えられるようにする。

・病状悪化時の様子として、「過干渉になる」「体重が減少する」といった事をあげているが、他の症状について見抜けるよう関わって行く必要がる。

・青山荘退所後の病状変化の観察も必要となってくる。

・5月に青山荘退所予定の為、日中の活動場所として青山荘のプログラムに参加する様促していく。

＜プログラム検討/治療環境整備/新書式検討＞

(プログラム)

・3/15までに、4月のプログラム予定入力とテキスト提出。

 (新書式)

・情報シートについて提出している。

 (環境整備)

・傘立て・ごみ箱発注予定。

＜利用者様情報＞

・平　康子　様～昨日、室岡整形外科受診。右手末節骨骨折と診断。湿布と内服薬処方となっている。今後の受診については3日に1回との事。１人で受診となると不安があると思われる為、精神面でフォローしていく必要がある。

・高田　マキ様～4/2から禁煙外来に通う予定との事。受診は火・木曜日を希望しているが、詳しく分かり次第連絡欲しい事伝えている。

　　　　　　　　来所後、特定スタッフを批判するような事を聞こえるように話す事ある。特定スタッフの批判を聞こえるように話していることについて指摘すると「いいの」と話す。

・繁名　和恵様～昨日午後、口渇と不快感訴え、「吐きたい」と話しながら、水をコップで6杯程

飲み、更に飲もうとしているため制止している。その後、嘔吐されている。本

日、頭が痛いと欠席。青明舎にも情報提供している。

・宮　　陽子様～訪問看護より情報。右肩腱板の断裂しており少しずつ腕は上がるようになって

きているが、夜間の疼痛が強いと訴えていたとの事。手術による治療を考える

よう進めるが本人は消極的な様子だったとの事。

　　　　　　　　　耳鳴り持続しているが幻聴はないとの事。

・久保　清美様～訪問看護より情報。先月末に姉よりもらった小遣い（20000円）が無くなって、後500円しかないと不安訴える。何に使ったのかよく覚えていない状況で、小遣い帳をきちんとつけるよう指導する。また先週3/2に転倒し尾底骨を打撲しデイナイトケアを休み家で銭湯に行きながら静養していると話す。疼痛は大分軽減してきたとのこと。痛みが強い時は自己判断せず病院受診をするよう指導する。本日もデイナイトケア欠席されている。

・田中　　一様～3/6に3/11の夕食後薬のアローゼンを紛失した事に気付き、本日処方してもらっている。

・其田　淑子様～右大腿部が突っ張ると話す為、整形外科受診促すが消極的。

・新堂　寿子様～本日昼頃本人より架電あり、父様の友達に話し掛けられ、嫌な感じで話すもう

一人の友達から「話している意味が分からない」と言われた事にショックを受

けたと話している。母様に相談したら「そういう人だから」と言われたと話す。

父に話すのかについては「父がその人との関係が悪くなるから言わない」と話

している。相手のことを考えて行動できていることを評価している。

・小坂　君子様～昨日、就床前薬を服用せず寝てしまったとの連絡がある。朝、就床前薬のジプ

レキサを服用したとの事。主治医確認。本日の就床前薬はいつも通りに服用す

るよう伝える。

・種本　サハ様～風邪を理由に欠席中。本日も「風邪をひいてとても行けるような状態ではない」

と話し、急に咳き込んでみたり服薬状況の確認もしたいため来所を促すも「膝

が痛い」と話し欠席されている。世話人によると目立った体調不良はみられず、

外来でも不調訴えはないとのことで、引き続き通所を促していく。

＜外来情報＞

・鈴木恵美子様～そろそろデイケアの利用を再会したいと思っていると話す。

・新堂　寿子様～体重110kg。担当医より「ちょっと痩せないと」と説明受ける。本日採血実施。

・田中　　一様～アローゼン1包不足し本日受診で処方している。














































